
⼤⼑洗町 みんなのまちづくり⼈事部
-「はたらく」可能性へ貢献する-【まちづくりが⼈を、⼈が仕事を呼び込む好循環】

⼤⼑洗町 地域おこし研究員 ⼭⽥ 貴裕

1. 導入・目的 | 人とまちと企業の持続的成長循環モデル

４.考察 | 新たな可能性 ・ 「進出企業」と「まちづくり」の意思決定の方法

先行研究の整理
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新たな可能性

約２００社へ飛び込み訪問からの出会いとご縁
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重要なステークホルダー
「本社・現場責任者」の２⾯的な理解とアプローチが必要

進出企業の経営合理的な判断や意思決定▶町外
⼤⼑洗町の企業町⺠としての役割や活動 ▶町内

５.価値 | 重要点と町での意義

大刀洗町 地域おこし研究員 山田 貴裕

３. 実践 | 促進プログラムの開発と実装

2. 調査① | 進出企業の実態調査 2. 調査② | まちづくりを促進するための調査

地域の活性
・⼈材育成、優秀な⼈材獲得、流出防⽌
・新たな知識、顧客、経営資源の獲得

参加者
（従業員・町⺠・職員など）

双⽅良し「ありがとう」の連鎖 まちの⼈事企画室
進出企業

特徴︓地縁無し・労働集約型
▶地域資源の活⽤×

・⾃⾝の能⼒UP
・幸福感の向上
・キャリア形成

企業の発展
職業体験会

郊外進出企業によるまちづくりを促進する
プログラム（計画・⼯程）を設計し、実装する。

町ヘ関⼼
（町内外から）

・まちづくりの新たな担い⼿
・企業、参加者による町へ愛着
・コミュニティーの新たな創出

⼤⼑洗町
特徴︓ベットタウン化・⼦育て⽀援◯
▶若年層(15-34歳)の⼈⼝流出

町へ進出する企業の実態調査と取巻環境
「進出企業」の定義の不⾜、取巻環境の理解不⾜
「進出企業」の「まちづくり」のニーズの理解不⾜
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事業規模別の意欲度の割合

0~9 10~29 30~49 50~99 100~
80%以上
企業⽴地や移転

N=204/319
（登記上の申請数） N=17

進出企業は本社機能なし（決済×)、まちづくりへ意欲◯

町へ進出する企業のまちづくりを促進するための⼯程調査
「進出企業」のまちづくりの事例や先⾏研究の不⾜
「進出企業」が「まちづくり」を実施する⼯程の理解不⾜

農業⽀援
収穫補助・PR

居場所づくり
こども⾷堂

企業課題と地域課題を⼀致すると、持続的なまちづくり◯
▶野菜を買いたい ▶若手社員の活性化 ▶地域の認知向上

登録なし
65%

登録あり
35%

本店⼜は主たる事務所の割合 地産地消
企業内販売

フェ-ズ１ フェ-ズ２ フェ-ズ３ フェ-ズ４
価値創造プロセス
Value Creation 

Premises

企業活動
Activities Premise

提携・連携
Alignment Premise

相互作⽤
Interaction Premise

相互利益
Reciprocity Premise

ステークホルダー・
ワーク
Stakeholder Work

認知
Stakeholder 
Awareness Work

特定
Stakeholder 
Identification Work

理解
Stakeholder 
Understanding Work

優先順位付け
Stakeholder
Prioritization Work
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「企業活動によるステークホルダーとの関係構築の流れ」（Mitchell & Lee(2019) 『The Cambridge Handbook of Stakeholder Theory』,pp51-60.より筆者作成）

仕事募集 仕事体験 コミュニティ 新たな創出

【プログラム開発】

【フレームワーク】経済的側⾯と社会的側⾯の両⾯から
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【プログラム実装】
仕事募集

ステークホルダー 分類 パワー 正当性 緊急性

本社 決定的

強制的パワー
・決定権、請求権
規範的パワー
・事業の着⼿判断への影響⼒

倫理的正当性
・株主、顧客等へ説明責任

地域貢献活動に係る
様々な客観的意⾒

現場責任者 決定的

報酬的パワー
・⼈事評価

認知的正当性
・現場管理の責任
実⽤的正当性
・企業活動として期待をする主体

地域貢献活動を効果やメリットを検討

従業員の
直属上司 権威的

規範的パワー
・各従業員や業務へ影響⼒

実⽤的正当性
・業務負担を整備する主体

-

従業員 依存的
- 実⽤的正当性

・まちづくり活動を実施する主体
⾃⼰のメリットを享受する主体

協働の企業 リスク的
規範的パワー
・事業の社会受容性の影響⼒

- 地位貢献活動を意義や規模を拡⼤す
る存在

顧客 ⾃由裁量
- 認知的正当性

・サービスや企業へ評価
-

ボランティア・団体 ⾃由裁量
- 倫理的正当性

・社会課題を解決する存在
-

⾏政 休眠的
規範的パワー
・事業の社会受容性の影響⼒

- -

地域住⺠ 要求的
- - 地域貢献活動を求める要望

「ステークホルダーの顕現性モデルよる分類」(Mitchell,Agle and Wood (1997)『Toward a Theory of Stakeholder Identification and Salience』より参照)
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優先順位（促進プログラムの実施するためのステークホルダー）

・パワー
企業の地域貢献活動の対して、⾃らの意向を通すために
(i)強制的パワー (ii)報酬的パワー (iii)規範的パワー

・正当性
ある主体の企業の地域貢献への関与が、規範や価値、信念、
定義と照らし合わせて適切であり、
(i)実⽤的正当性、(ii)倫理的正当性、(iii)認知的正当性

町役場 進出企業
町役場と進出企業の間に「壁」を無くす

研究員
進出企業は町
に関⼼がない..

町には何もない..
(期待×)

企業も町の
担い⼿に︕

町に資源︕
活⽤可能︕

組織の異⽂化
理解促進

企業町⺠として地域課題の解決促進
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課題の普遍性・市場性 ⼤

町役場

町内事業者

市場#空⽩

市場の空⽩化
①地域課題の複雑化・増加
②財政の逼迫
③職員のマンパワー不⾜等

町内事業者による
地域課題の解決促進

✔ 地域の担い⼿の創出
✔ ビジネスの視点の持続性


